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「ケアするきょうだいが男性

か女性か、きょうだい関係が異

性か同性かで違うことは？」を

テーマに考えてみました	 

９月１７日（土）～１８日（日）	 

	 	 	 	 	 

でてこいランド 

一泊交流会 



	 

事務局(梅田方)に電話と FAX があります。連絡や通信に利用して下さい。	 

たよりの原稿は	 宇治市羽戸山 3丁目 1-76（TEL&FAX とも 0774-31-4337）糸井まで	 

 

	 

会費は正会員・購読会員とも年間 3,000 円です。カンパはいくらでもありがたいです。会を支えて	 

下さい。	 京都銀行鞍馬口支店	 口座番号	 3797399	 京都「障害者」を持つ兄弟姉妹の会まで。 

  
○２日目のディスカッションの「ケア役割」につい

て○  
	 	  
改めて“異性きょうだいのつらさ”を考えました。

幼い時から“きょうだいだからしていたもの”が性を

意識する年頃になると、違和感を覚えるようになると

いうことかなと思いました。 
ケアを受けているきょうだい（障がい者）は、どの

ように受け止めているのだろうか、ということにも思

いを巡らせてみましたが、障がいの種類や程度、社会

性との関連がありそうだなというところで留まって

います。 
異性きょうだいでは、親御さんも気になさっていた

ことが伺え、また、きょうだいのみなさんもそれを分

かっておられるようでした。 
どうしても、障がいがあるきょうだいの方に、親御

さんの手や心が向いてしまうなかで、親御さんがきょ

うだいを想っていたところでもあるんだろうなぁと

思いました。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 西田	 典子 

 
参加されたみなさんの声から・・・  
	  
・久しぶりに新しい仲間にもお目にかかれた。同

性介護か異性介護か、また家族の人間関係や役割

など興味深かった。 
・京都のみなさんはもちろんのこと、以前高松の

シンポジウムや名古屋の総会でお会いした方に

再開出来て楽しい時間が過ごせました。２日目の

ディスカッションでは、自分の発言も一人ひとり

の発言も大切にされていてよかったです。若い２

０代の方も多く参加されており、きょうだい仲間

が増えたり、広がっていくように感じました。会

う回数を重ねるたびに、お互いの理解が深まって

いくようでうれしいです。 
・今年も参加出来て本当によかったです。やっぱ

り「でてこい」の空気、雰囲気はいいですね。関

西弁のやわらかいイントネーション。何でも受け

止めてくれる大きな家族のような安心感。心が新

鮮な風を受けて、生き返ったようでした。二日目

に話し合ったことも、ふだん考えたこともなかっ

たことなので、刺激になりました。介護と家族、

きょうだいの現状から見えてくることは、もっと

もっと沢山あるのでしょうね。 
・私の兄はケアという点では、一人で色々なこと

が出来るのでピンとこなかったのですけど、小川

さんや安井さんの話などを聞いて、身内ゆえの

色々な葛藤が生まれてくるのだなと考えさせら

れました。 
・でてこいランドでの一泊交流会、お疲れさまで

す。私は一昨年、昨年に続き、３回目の参加でし

た。皆さんからの差し入れが多く満足していま

す。自己紹介の進行、あとのフリートーク、２日

目のディスカッションとも大変良かったと思い

ます。 
・昨年は他の用事が重なって、二日目の早朝に帰

ってしまいましたが、今年はきっちりと一泊二日

を過ごし、充実してました。来年、もし参加出来

たら、また宜しくお願いします。 
・昨年は、仕事の都合で来られなかったので、２

年ぶりの参加でした。京都の若手の方たちが中心

になって（特に２日目は）運営されていて、頼も

しい限りです。これからもスケジュールを調整し

て出来るだけ参加したいと思っています。 
・初めての参加となりましたが、リラックスして

沢山お酒も飲んで、楽しいお話が聞けて充実した

２日間を過ごす事が出来ました。翌日のディスカ

ッションも勉強になりました。首都圏の定例会で

は、まだやった事のないテーマだと思います。是

非参考にさせていただきたいと思います。噂通

り、心温まる楽しい“でてこい”を経験させてい

ただき、ありがとうございました。来年も仕事の

都合がつけば、参加したいです。埼玉のきょうだ

いを誘って！！ 

	 事務局から	 
	 
	 １０月２９日（土）、３０日（日）に横浜で行われたきょう
だいの会の全国交流会に参加して来ました。京阪神の参加は、

大阪の溝上さん、森さん、京都の梅田でした。ハイライトとし

ては、３０日午後のオープンな交流会にあの話題の映画「ちづ

る」の監督をはじめ上映委員会の方々３名もゲストで参加さ

れ、パネルディスカッションをはじめ、２部の懇親会までおら

れました。今回は９月にＮＨＫＥテレで放送された「ハートを

つなごう」（きょうだい特集）の反響もあり、初参加の「きょ

うだい」の方がいままで以上に多かったのが印象的でした。い

よいよ「障害者福祉」の中にも、「きょうだい」に風が吹いて

来たかもしれないと思った２日間でした。	 

	 １０月３０日（日）午後交流会には４６名参加しました！	 

☆今後の予定	 

① １１月通常例会	 １１月１２日（土）午後６時より	 
京阪深草駅西口すぐ	 喫茶みどり会議室	 

参加費は飲み物代のみ	 	 

② NEW！	 １１月１３日（日）	 
２０１２年大阪全国総会実行委員会（第１回）	 

会場下見兼企画打ち合わせ	 

午後１時ＪＲ阪和線	 鶴が丘駅集合	 

	 	 	 （詳しくは大阪の溝上さんまで）	 

＊来年４月２８日（土）２９日（日）に全国総会が

大阪市長居ユースホステルで開催の予定です。	 

③ 関西地域他のきょうだい会の例会	 
◎神戸きょうだい会	 偶数月の第２土曜	 夜開催	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 次回	 １２月１０日	 

	 	 	 ◎大阪きょうだい会	 奇数月の第３日曜	 午後開催	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 次回	 １１月２０日	 

	 	 	 ◎姫路きょうだい会（１２／２３〈祝〉午後）	 

	 	 	 ◎きょうだい連道場（１１／２３〈祝〉午後）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＊問い合わせは鳥井田さん	 

	 速報！	 京都きょうだい会恒例（ふぐ三昧の）新年会	 

	 	 	 	 	 １月１４日（土）に予定	 

	 	 	 その他詳細は下記事務局にお問い合わせ下さい。	 

	 	 	 事務局	 梅田	 携帯	 ０９０‐１９１７‐４７７０	 

	 	 	 	 	 	 自宅及びＦＡＸ	 ０７５‐５７１‐１９７３	 


